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川とのふれあい またひと つ

千 住大川端
公園 完 成

「
水
の
都

」と
し
て
栄
え
て
き
た
江
戸
・
東
京
の
主
役
、隅

田
川
一
何
を
槓
ん
だ
船
が
行
き
か
い
、花
火

、
花
見
と
い

。

た
人
々
の
憩
い
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た

。し
か
し

、
近
年

、

そ
の
役
割
も
忘
れ
ら
れ
、
人
々
の
生
活
か
ら
も
遠
く
離
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
区
で
は
、
隅
田
川
を
も
う
一

度
身
近
な
も
の
に
と

、
ス
ー
パ
ー
提
防

、
水
上
バ
ス
等
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
ほ
ど
区
内
で
最
初

の
隅
田
川
の
ス
ー
パ
ー
提
防
と
し
て

、
水
と
ふ
れ
合
え
る

水
辺
の
公
園

。
千
佳
大
川
端
公
園
が
完
成
し
ま
し
た
。

千住に生まれた新名所
花壇の小路と滝と川風

千
哇
曙
町

に
あ
る
区
内

で
聚
も
高
い

建
物

「
シ
テ

ヌ
ー
ブ
胛

の
す
ぐ
咀
ド

に

、
ス
ー
パ

ー
堤
防
を
利

用
し
た
、
水

辺

の
'
公

園

「
F

僅
大
川

席
公
汚

が

完
成
し
ま
し

尽

千
住
曙
町
・
関
屋
地
区
に
つ

い
て
は
川
を
生
か
し
た
ま
ち
っ

く
り
に
取
り
組
み
、
ス
ー
パ
ー

現
に
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
　

こ
の
公
園
も
そ
の
幣
陥
構
想

の
ひ
と
っ
と
し
て
、
誕
生
し
た

も
の
で
す
。公
園
全
体
に
レ
ン

ガ
タ
イ
ル
が
敷
き
つ
め
ら
れ
、

シ
ャ
レ
た
景
観
と
・劣
囲
気
を
か

も
し
だ
し
て
い
ま
す
。
中
火
に

は
2
つ
の
沌
が
凉
し
け
に
流

れ
、ス
ロ
ー
フ
の
ふ
逎
は
、
忙

呎
に
ふ
ち
ど
ら
れ
て
い
ま
す

今
ま
で
、
カ
ミ
ソ
リ
堤
防
で

遮
ら
れ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
隅
田
川
も
目
前
に
見
る

こ
と
が
で
き
、
川
辺
の
虱
暈
を

ゆ
っ
た
り
飛
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
、
ま
た
、
隣
接
す
る
水
上

バ
ス
の
千
庄
舳
箚
塲
と
も
つ
な

が
る
予
定
で
す
。

巾
二
咼
層
ビ
ル
の
中
に
生
ま

れ
た
隅
川
川
の
新
名
町

皆
さ

ん
も
逕
の
夕
涼
み
に
、
川
虱
に

吹
か
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

Λ
、所
在
地
V
1
庄
曙
町
口

Λ
交
通
▽
東
武
線
牛
出
駅
、
京

成
線
関
屋
駅
下
車
徒
歩
3
分

千住 大川 端 公園 全 景

千住大川端公園案内図

淙 を 誘 う2 つ の 淪

水上 バス好評運航中

水
上
バ

ス

水
匚
バ
ス
は
、
区
凡
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
梗
し
め
る
。
隅
川

川
、
荒
川
、
喇
叭
湾
を
め
ぐ
る

河
川
遊
覧
コ
ー
ス
"
で
す
。

区
内
か
ら
は
、
隅
田
川
に
面

し
た
千
庄
闃
M
町
の
。船
阿
場
か

ら
1

囗
4

剛
出
航
し
て
い
ま

す
。
す
べ
て
I

約
制
で
す

申
込
方
法

粱
船
凵
の
1
ヵ
月

前
(
5
0
人
以
上
の
ぽ
体
は
2
　

ヵ

月
前
)

か
ら
前
日
ま
で
に

電
話
予
約

受
付
時
間
午
前
9
畤～
甼
鵆

5
時

東
出
航
時
刻
、
料
金
等
、
く
わ

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町
東

京
征
右
辺
'公
社
に
お
問
い
ぺ‥
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

獅
東
京
都

水
辺
公
社

冫
J
6
0
8
)
8
8
6
9

気分も最高
河 川 遊 覧

ス
ー
パ
ー
提
防
っ
て
…
?

こ
れ
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
絶
唯
り
に
縋
や
か
な
位
斜

を
つ
け
た
提
叨

堤
防
の
厚

み
、
幅
の
増
加
で
安
全
性
が

一
層
高
ま
る
と
と
も
に
、
市

白
赳
と
水
辺
が
一
休
化
し
、

人
々
が
水
に
よ
り
親
し
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
パ
左

図
参
照
)

● 現況の防潮堤防

● スーパー 堤防

葛
西
用
水
親
水
水
路

〝灯
火
の
塔
〟
愛
称
募
集

葛
西
用
水
の
新
し
い
夊
‥所

「2
1世
紀
へ
の
灯
火
の
塔
」が
7

月
1
8日
に
点
灯
さ
れ
、
昼

夜
と
も
に
ま
ち
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
灯
大
の
唱
は
、
来
る

べ
き
2
1世
紀
へ
の
区
民
の
・願

い
と
新
し
い
世
紀
に
生
き
る

喜
び
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で

、
こ
の
灯
火
の
唱

の
「
愛
称
」を
募
集
し
ま
す

。

ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い

。

愛
称
の
イ
メ
ー
ジ

区
民
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ

、
親
し

ま
れ
る
名
称
で
一
2
1世
紀
一

「
禾
来

」「
飛
叨
ご

な
ど
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
こ
。愛

称
名
一
、
住
所

、
氏
乙

、
年

齢
、
職
業

、
電
話
番
号
を

明
記

応
募
期
限
8

月
3
1
日
必
片

決
定
・
発
表
9

川
巾
句
に

選
定
委
員
会
で
决
綢

あ

だ
ち
広
報
で
発
表
し
ま
す

賞
品

「
愛
称
芒

が
採
用
と

な
っ
た
方
と

、
応
募
者
全

い
の
巾
か
ら
抽
選
で
若
卜

只
‥の
方
に
記
さ
品
を
送
付

し
ま
す

応
募
・
問
合
せ
先
巾
央
岑
　

町
庁
舎
・
計
同
調
整
課
　
　

一
灯
人
の
唔
一
愛
称
名
募
　

集
担
当
一
y
1
2
0
巾
央
本
町
　

1
-
1
7
1
1

へ
3
8
8
0
t
D
2
0
1

8 月1 日スタート

声の便利帳「ハローあだち」
( 3272) 8600( ハロー)

区
役
所
が
休
み
の
土
、
日
曜
日
、
休
日
や
平

日
の
業
務
終
了
後
に
、
電
話
で
図
潯
館
な
ど
の

区
の
啀
設
の
利
用
案
内
や
休
日
診
峰
、
区
の
に

乎
に
つ
い
て
の
問
い
劭
わ
せ
に
お
忌
え
し
ま

す
。N

T
T
の
オ
ペ
レ
ー
タ
が
「
N
T
T
の
「
口
I

ダ
イ
ヤ
ル
で
す
」
と
で
ま
す
の
で
心

立
区

の
○
○
○
に
つ
い
て
知
り
た
い
の
で
す
が
」と

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

便
利
帳
の
テ
レ
フ
ォ
ン
版
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
……一
く
だ
さ
い
。

利
用
時
閧
∵
土
曜
日
、
午
削
9
畤
～
干
汝
8
　

時
T
日
曜
日
・
休
日
午
前
9
時
～
Υ
汝
　

5
時
∵
月
～
金
曜
日
、
午
後
5
時
～
8
時

区

役

所

は

毎
週
土
曜
日
お
休
み
で
す

※
た
だ
し
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
は

今
ま
で
ど
お
り
開
館
し
て
い
ま
す
。
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募

集

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
募
集
し
ま
す

足
立
区
の
姉
妹
都
市
、
西
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
、
ベ
ル
モ
ン

ド
市
の
学
生
使
節
団
が
足
立
区

を
訪
問
し
ま
す
。

今
年
は
9
月
2
8日
か
ら
1
0月
5

日
ま
で
の
8
日
間
、
団
長
以

下
1
0人
の
使
節
団
が
足
立
区
を

訪
れ
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
使
節
団
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る

家
庭
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
予
定
期
間

①
9
月
2
8
日
～
1
0
月
4
日
　

(
5
泊
6
日
)
、1
3～
1
4歳
の

学
生
爻

・
②
9
月
2
8
日
～
1
0
月
2
日
　
　

(
4
泊
5
日
)
、
大
人
3
人

申
込
条
件

区
内
在
住
の
次
の

方▽
学
生
2
人
ま
た
は
大
人
1
　

人
の
い
ず
れ
か
を
、
世
話
で

き
る
方

▽
使
節
団
員
の
送
迎
が
で
き

る
方
(
家
と
区
役
所
の
間
)
　

▽
使
節
団
歓
迎
会
、
送
別
会

等
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
で

き
る
方

申
込
方
法
8

月
1
4日
ま
で
に

電
話
ま
た
は
窓
口

問
合
せ
先

国
際
親
善
協
会

(区
役
所
仲
町
分
室
内
)
　

豐
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

特
別
区

職
員

(Ⅲ
類
・
保
健
婦
)

試
験
日
9

月
2
0日
(
日
)

採
用
予
定
年
月
日

平
成
5
年

4
月
1
日
以
降

職
種
お
よ
び
受
験
資
格
等

表

I
の
と
お
り

郵
送
申
込
期
限
8

月
2
1日
消

印
有
効

持
参
申
込
期
限
▽
都
内
各
区
　

役
所
・
:
8
月
2
4
日
ふ
J
日

▽
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
　

試
験
課
…
8
月
2
4
日
～
2
7
日

※
い
ず
れ
も
、
午
劭
1
0
時
～
午

後
5
時
ま
で
。

申
込
書
類
配
布
場
所

都
内
各

区
役
所
・
特
別
区
人
事
委
員

会
事
務
局
試
験
課

圏
公
務
員
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

実
施
場
所

区

政
会
館
本
館

実
施
期
間
8
　

月
2
6
・
9
7一日

(
2
日
間
)
。

午
前
1
0
時
～
　

午
後
4

時

実
施
内
容

各

区
の
主
要
施

策

。
足
立
区

は

、8

月
2
7
　

日

采
)

、
午

後
1

時
3
0分

予
定

郵
送
申
込
・
問
合
せ
先

特
別

区
人
事
委
員
会
事
務
局
試
験

課

〒
1
0
2千代
田
区
九
段
北

1
-
―
-
4

豐
(
3
2
6
5
)
0
6
7
1

水
上
バ
ス
に
よ
る

下
水
道
施
設

見

学

会

皆
さ
ん
の
利
用
し
て
い
る
下

水
道
の
汚
水
は
、
下
水
処
理
場

で
き
れ
い
に
な
っ
て
河
川
に
流

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
処
理
の

し
く
み
と
、
き
れ
い
に
な
っ
た

川
を
水
上
バ
ス
で
見
学
し
ま

す
。

日
時
9
月
2
0
日
百
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時
(
予
定
)

コ
ー
ス
千
住
曙
町
船
着
場
～
　

隅
田
川
～
東
京
港
～
荒
川
～
　

葛
西
臨
糎
公
園
～
荒
川
～
岩
　

淵
水
門
～
隅
田
川
～
千
住

対
象

区
内
在
住
の
方

定
員
5
0
人
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
申

込
者
の
住
所
。氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、「
下
水
道
施
設
見

学
会
」
と
明
記
(
1
枚
2
人

ま
で
)

申
込
期
限
8

月
1
9一日
消
印
有

効
抽
選
8

月
2
0日
(
木
)
、午
前

1
0時
、
中
央
本
町
庁
舎
3
0
2
会

議
室
。
結
果
は
、
返
信
用
(
　

ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
土
木
部
計
回
調
整
課

{一一
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

年

金

国
民
年
金

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
。6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
8

月
2
1日
(
金
)
、
午
前

1
0時
と
午
後
2
時
の
2
回

場
所

産
業
振
興
館
1
階

対
象
昭
和
7
年
9
月
2
日
～
　

1
0月
1
日
生
ま
れ
の
方

寮
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
適
用
係

`
一
一
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

保
険
料
の

免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

な
い
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
将
来
年
金
を
受
け
と
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
事
情
や
訶
気
な
ど

の
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
保
険

料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

印
か
ん
と
年
金
手
帳
ま
た
は

納
付
番
を
持
っ
て
、
国
民
年
金

課
ま
た
は
お
近
く
の
区
民
事
務

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
の
方
で
免
除
を
希
望
す

る
場
合
は
、
必
要
書
類
が
違
い

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
保
険
料
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

8
月
は
老
齢
福
祉

年
金
定
時
届
の

提
出
月
で
す

こ
の
届
け
は

、8

月
か
ら
翌

年
7

月
ま
で
の
1

年
間
老
齢
福

祉
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
き

め
る
大
切
な
手
続
き
で

す

。8

月
の
年
金
を
受
け
た
ら

(
8
月
H

日
か
ら
支
払
い
)

す

ぐ
に

、
国
民
年
金
証
書
を
添
え

て
定
時
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
(
提
出
期
限
8
月
末
日
)
。

な
お

、
老
齢
福
祉
年
金
の
本

人
所
得
制
限
額
が

。8
月
か
ら

表
2

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

す

。
提
出
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
年
金
戻
給
付
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1
n

福

祉

東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

宿
泊
行
事
の

介
護
補
助
者
募
集

重
度
心
身
障
害
者
の
介
護
補

助
者
を
募
集
し
ま
す
。
楽
し
い

企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

日
程
9

月
3
・
4
日

場
所

都
・
水
元
青
年
の
冢

募
集
人
員
1
0
人

謝
礼
2

日
間
で
6
千
円
(
宿

泊
費
、
食
事
は
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
生
活
実

習
係

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

ミ
ッ
キ
ー

・
ミ

ニ
ー
に
会
い
に

行
き
ま
し
ょ
う

区
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身

障
害
児
の
皆
さ
ん
を
バ
ス
で

「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」

へ
ご
招
待
し
ま
す
。

日
程
9

月
1
2日
(
土
)

対
象

区
内
在
住
の
心
身
障
害

児
と
保
護
者

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
8

月
2
0日

申
込
先

足
立
区
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
・
杉
野

S
(
3
8
9
8
)
7
1
3
7

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

障
害
福
祉
課

旧ソ連・モンゴル地域
強制抑留者
戦後引揚者
慰労品の請求ができます

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で

は
、
次
に
該
当
す
る
方
に
対
し

慰
労
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

。

・

戦
後
、
旧
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル

の
地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
方

▽
日
本
に
帰
還
し
た
方
で

、

昭
和
6
3
年
8

月
1
日
に
お
い
て

日
本
国
籍
を
有
す
る
方
お
よ
び

そ
の
遺
族

〔
慰
労
品
〕

内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
と
銀
杯

〔
慰
労
金
〕

川一
万
円
(
2

年

償
還
の
国
債
)
た
だ
し

、
恩
給

や
共
済
年
金
等
を
受
け
て
い
る

方
は
該
当
し
ま
せ
ん

▽
日
本
に
帰
還
す
る
こ
と
な

く

、
強
制
抑
留
中
ま
た
は
帰
還

途
中
に
死
亡
し

た
方
の

遺
族

で

、
平
成
元
年
9

月
1
日
に
お

い
て
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
　

〔
慰
労
品

〕

内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
と
銀
杯

請
求
期
限

平
成
5
年
3

月
3
1

圏
終
戦
に
伴
い
外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
き
た
方

▽
引
揚
者
に
対
す
る
特
別
交

付
金
を
受
給
し
た
方
ま
た
は
資

格
を
有
し
た
方

斑
日
本
以
外
の
地
域
に
昭
和
2
0

年
8

月
1
5
日
ま
で
引
き
続
き
1

年
以
上
生
活
の
本
拠
が
あ
り

、

終
戦
に
伴
う
や
む
を
え
な
い
理

由
で
終
戦
日
以
後
、
日
本
に
引

き
揚
げ
て
来
た
方
等

。

〔
慰
労
品

〕

内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状

請
求
期
限

平
成
8

年
3
月
3
1
　

日
請
求
方
法

請
求
書
類
を
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
へ
郵
送

(
請
求
瓣
は
区
役
所
・
民
生

係
で
配
付
し
て
い
ま
す
)

問
合
せ
先

平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
・
業
務
第
2

課

S
(
3
9
4
5
)
4
7
0

茎
　

た
は
本
庁
舎
♀

住
)
・
民
生

係

児童扶養手当・
特別児童扶養手当
現況届の提出を

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、8
月
1
1日
か
ら
9
月
1
0日

ま
で
に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
況
届
を
提
出
し
ま
せ
ん

と
こ
れ
か
ら
の
手
当
の
支
給
が

停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
期
間
に
つ
い
て

は
、8
月
初
め
に
お
送
り
す
る

お
知
ら
せ
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
な
る
べ
く
そ
の
期
間

内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
庄
)
・

児
童
助
成
係

生

活

環

境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
3
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
分

室さ
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
の
融
資

あ
っ
せ
ん
ん
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
0
`
5

道
路
を
守
る
月
間

8
月
1
0日
は

〝道

の

日
〟

8
月
は
[
道
路
を
守
る
月
間

で
す

。
こ
の
運
動
は

、
安
全
で

快
適
な
道
路
環
境
を
つ
く
る
た

め

、
交
通
安
全
施
設
等
の
点
検

や
整
爾
。
道
路
の
正
し
い
利
用

方
法
の
指
導
・
啓
発
、そ
し
て

、

皆
さ
ん
に
道
路
に
つ
い
て
も
っ

と
愛
す
る
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
願
い
行
っ
て
い
ま

す

。ふ
る
さ
と
の

匂
い
あ
ふ
れ
る

。

マ
イ
ロ
ー
ド

こ
れ
は
、
今
年
の

「
道
路
を

守
る
月
間

」
の
標
語
で
す

。
区

で
は
、
安
全
で
快
適
な
道
略
を

つ
く
る
た
め
、
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
道
路
に
商
品
を
せ

ひ
だ
し
た
り
、
自
動
販
売
機
の

設
置
、
日
よ
け
・
看
板
の
突
き

出
し

、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
放

置

、
迷
惑
駐
車
な
ど

、
一
部
の

心
な
い
人
た
ち
の
た
め
に

、
せ

っ
か
く
の
道
路
整
備
も
、
肝
心

の
道
略
の
機
能
が
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す

。

安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

。道
路
を
占
用
す
る
に
は
許
可

が
必
要
で
す

道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る

た
め
の
も
の
で
す
が

、
通
行
の

支
障
に
な
ら
ず

、
一
定
の
基
準

に
合
っ
た
も
の
に
限
っ
て

、
区

や
警
察
の
許
可
を
戞
け
て
占
用

(
使
用
)

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す

。日
よ
け
・
看
板
・
建
築
行
為

等
の
と
き
の
足
場
や
、
駐
車
場

な
ど
に
乗
り
入
れ
る
際
の
道
路

の
切
り
下
げ
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
撤
去
等
を
行
う
と
き
は
、
必

ず
事
前
に
相
談
・
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
中
央
木
町
庁
舎

・
路
政
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
3
1
　
　

▽
千
住
警
察
署

昔
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0
　
　

▽
西
新
井
薯
察
署

さ
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0
　
　

▽
綾
瀬
警
察
署

豐
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0
　
　

各
交
通
課

細
街
路
整
備

助
成
制
度

区
内
に
は
、
幅
員
が
4
″
未

満
の
狹
い
道
路
が
数
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

建
築
行
為
を
行
う
際
に
は
、

最
低
4
a
以
上
の
道
路
に
接
す

る
事
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
道
路
が
狹
い
と

緊
急
車
両
等
が
通
れ
な
い
な

ど
、
安
全
面
や
住
環
境
面
で
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。

区
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
衵
街
路

榿
備
助
成
条
例
を
定
め
、
こ

れ
に
基
づ
き
、
生
活
道
路
網

と
し
て
「
細
街
路
計
画
図
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

細
街
路
整
備
助

成
制

度

は
、
こ
の
計
固
図
で
指
定
さ

れ
て
い
る
路
線
の
道
路
拡
幅

や
新
設
整
儕
費
用
な
ど
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

さ
ら
に
、
東
京
都
建
築
安

全
条
例
に
よ
る
角
敷
地
の
す

み
き
り
部
分
の
整
備
に
つ
い

て
は
「
す
み
き
り
奨
励
金
」

制
度
も
あ
り
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
た
め
に
、
耜
街
路

整
備
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(
千
住
)
・
ま
ち
づ
く
り
課

表1 職種および受験資格等

表2 老齢福祉年金本人所得制限限度額

表3 水洗化可能地域
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保
健
・
衛
生

痴
呆
の
お
年
寄
り

の
こ
と
で
お
困
り

の
方
へ

ど
こ
へ
相
談
し
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
ず
に
、
家
族
だ
け
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
専
門
医
に

よ
る
個
別
相
談
日
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

専
門
相
談
日

毎
月
第
1

金
曜

日
、
午
後
1
時
3
0
分
(

予
約

制
)

場
所

足
立
保
健
所

※
相
談
日
に
家
族
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
・
保

健
婦

霖
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に

妊
婦
体
操
と
呼
吸
法

も
う
す
ぐ
、
お
母
さ
ん
・
お

父
さ
ん
に
な
る
方
が
、
妊
娠
・

出
産
を
安
心
し
て
過
ご
す
た
め

の
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
8
月
2
1
日
(
金
)
、
午
後
　

1
時
3
0
分～
4
時
3
0
分

場
所

千
住
保
健
所

対
象

妊
娠
5
ヵ
月
以
降
の
方

定
員
2
0
組

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所
保
健
予
防
課

さ
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

中央本町保健相談所

はつらつ健康大学

あなたが企 画する
地域からの健康学

。
健
康
"
そ
れ
は
人
生
8
0
年

を
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す

。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
足
立

区

民
の
平
均

寿
命
が
短
い
の

は
。な
ぜ
で
し
ょ
う
か

。生
活
環

境
や
生
活
習
慣
に
何
か
問
題
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か

。そ
し
て

、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
解

決
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か

。

こ
の
講
座
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
で
専
門
家
や
経
験
者

を
交
え

、
み
ん
な
で
一
緒
に
考

え
ま
す

。
自
分
自
身
の
健
康
づ

く
り
を
学
び

、
あ
な
た
の
力
で

健
康
で
共
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
n
棊
屈
め
ま
し
ょ
う

。

日
程
・
内
容

表
4

の
と
お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

定
員

約
3
0人

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
8

月
2
0
日

※
5

回
以
上
参
加
の
方
に
は
、

修
了
証
書
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
相
談
所

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

あ
な
た
の
飲
む

水
は
安
全
で
す
か

給
水
タ
ン
ク
を
定
期
的

に
見
て
み
ま
し
ょ
う

一
般
に
3
階
以
上
の
建
物
は

水
道
水
を
一
度
タ
ン
ク
に
た
め

て
か
ら
使
っ
て
い
ま
す
。
足
立

区
内
に
は
、
約
7
千
の
給
水
夕

ン
ク
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
給
水
方

式
で
は
、
各
蛇
口
ま
で
の
水
の

衛
生
管
理
は
、
建
物
の
所
有
者

・
管
理
者
の
責
任
と
な
り
ま

す
。最

近
、
維
持
管
理
が
不
十
分

な
た
め
と
思
わ
れ
る
、
濁
り
、

異
臭
等
の
苦
情
が
保
健
所
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
飲
料
水
の

安
全
確
保
の
た
め
に
、
次
の
こ

と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

▽
給
水
タ
ン
ク
の
上
部
は
清
潔

に
し
、
薬
品
や
油
等
は
匱
か

な
い

▽
給
水
タ
ン
ク
の
マ
ン
ホ
ー
ル

の
ふ
た
は
密
閉
し
。
い
た
ず

ら
防
止
の
た
め
必
ず
か
ぎ
を

か
け
る

▽
給
水
タ
ン
ク
は

、
定
期
的
に

点
検
し

、
水
質
検
査
を
行
う

保
健
所
で
は

。「
足
立
区
小
規

模
給
水
施
設
の
衛
生
管
理
指
導

要
綱

」
に
基
づ
き

、
水
の
衛
生

管
理
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
う

と
と
も
に

、
有
料
で
水
質
検
査

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

。

飲
み
水
に
つ
い
て
河
か
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

、
お
気

軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
環
境

衛
生
担
当

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1
　

千
住
保
健
所
環
境
衛
生
担
当

S
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

お
酒
で
お
悩
み
の
方
へ

酒
害
相
談

飲
酒
が
原
因
で
家
族
関
係
や

仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
方
、

お
酒
が
や
め
ら
れ
な
い
で
困
っ

て
い
る
方

。
各
保
健
所
・
保
健

相
談
所
で
は

、
定
期
的
に
酒
害

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

。

一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に

保
健
婦
ま
で
電
話
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

各
保
健
所
・
保
健

相
談
所
(

電
話
番
号
は
左
上

「
み
ん
な
の
健
康
」
参
照
)

知
っ
て
お
き
た
い

エ
イ
ズ

エ
イ
ズ
は
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
っ
て
、
病
気
を
防

ぐ
か
ら
だ
の
免
疫
力
が
こ
わ
さ

れ
て
し
恚
つ
病
気
で
す
。
エ
イ

ズ
は
同
性
愛
者
な
ど
の
特
定
の

グ
ル
ー
プ
の
病
気
で
は
な
く
、

だ
れ
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ

る
病
気
で
す
。

感
染

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
感

染
者
の
①
血
液
②
哨
液
③
膣

の
分
泌
液
に
含
ま
れ
て
い
ま

す

。
そ
の
た
め
異
性
閧
の
セ

ッ
ク
ス
や
不
潔
な
注
射
な
ど

で
も
感
染
し
ま
す

。
現
在
は

輸
血
、
献
血

、
理
容
院
、
美

容
院
で
感
染
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
飲
食
物

、

食
器
、
お
ふ
ろ
、
プ
ー
ル
、

ト
イ
レ
、
つ
り
皮
、
蚊
な
ど

で
も
感
染
し
ま
せ
ん

予
防

▽
不
特
定
多
数
の
大
と

セ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
人
と
の

性
的
接
触
を
き
け
る
。ま
た
、

そ
の
よ

刄ヽ

蒔

は
、
必
ず
コ

ン
ド
ー
ム
を
使
用
す
る

▽

血
液
の
取
り
扱
い
に
注
意
す

る

。
自
分
の
傷
口
は
自
分
で

手
当
て
し

、
血
が
つ
い
た
も

の
は
処
分
す
る

。
人
の
血
液

に
は
直
接
、
素
手
で
さ
わ
ら

な
い
よ
う
に
す
る

相
談
窓
口

心
配
な
方
は

ぜ

ひ

、
お
近
ぐ
の
保
健
所
・
保

健
相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
感
染
し
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
エ
イ
ズ
の
抗

体
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
わ

か
り
ま
せ
ん
。
保
健
所
で
は

匿
名
で
検
査
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
検
査
は
血
液
を
少
量
採

る
だ
け
で
、
費
用
は
千
6
0
0
円

で
す
。
検
査
日
を
各
保
健
所

に
電
話
で
確
認
し
て
か
ら
お

受
け
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

足
立
保
健
所

霓
3
8
5
5
)
4
1
5
1
　

千
住
保
健
所

a
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

みんなの健康
足 立 保 健 所3855- 4151
干 庄 保 健 所f 13 田8- 42 刀
江 北 保 儺 相 談 所a381 × 3- 4( x14
東 和 保 健 相 談 所3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 麟 所s3880- 5351
本庁舎( 干住)・保健予防佩s3882- 1111 ㈹

表4 はつらつ健康大学日程表

掲示
板

・
「
さ
の
」パ
ー
ト
募
集
　

入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
ホ

ー
ム
(
一
般
、痴
呆
)
、機
能

訓
練
な
ど
に
通
う
、
在
宅
の

高
齢
者
の
方
た
ち
の
活
動
を

援
助
す
る
仕
事
で
す
。

対
象
4
0
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

明
る
く
健
康
な
方

勤
務
日
時
月
～
土
曜
日
　
　

(
土
曜
日
は
月
2
回
休
　

み
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
　

時く
わ
し
く
は
、
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
の

昔
(
5
6
8
2
)
8
0
7

へ
。

・
妊
娠
出
産
休
暇
・
育
児
休

業
補
助
教
職
員
候
補
者
の
募

集職
種

①
教
諭

②
養
護
教

諭
資
格

①
は
国
公
私
立
学
校

の
正
規
教
員
(
臨
時
的
任

用
含
む
)
と
し
て
、1
年

以
上
の
経
験
を
有
し
、
平

成
4
年
3
月
3
1日
現
在
、

6
0歳
未
満
の
方

②
は
養

護
教
諭
晋
通
免
許
状
を
有

し
、
平
成
4
年
3
月
3
1日

現
在
、6
0歳
未
満
の
方

勤
務
場
所

都
内
公
立
学
校

選
考
方
法

書
類
選
考

受
付
期
間
9

月
1
日
～
4

※
必
要
諤
類
の
様
式
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
・
問
合
せ
先

都
・
教
育

庁
人
事
部
検
定
課
選
考
係

き
(
5
3
2
0
)
6
7
8
7

・
東
京
都
洋
裁
学
校
・
東
京

都
理
容
学
校
1
0月
生
徒
募
集

東
京
都
社
会
福
祉
振
興
財

団
が
経
営
す
る
、
①
洋
裁
学

校
(
芝
校
。
立
川
校
)
と
②

理
容
学
校
で
は
、1
0月
入
校

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

①
…
女
性

②・
:中

学
校
卒
劣
た
は
同
等
以
上

の
学
力
を
も
つ
都
内
在
住

者
出
願
期
限

①
、
②
と
も
8
　

月
2
8日

く
わ
し
く
は
、
①
芝
校
昔

(
3
4
0
9
)
2
4
4
5

、

立
川
校
S
0
4
2
5
(
2
4
)
1
4
0
8
'
0
B
(
3
2
9
3
)
9
8
7
1

へ
。

・
講
座
「
豊
か
な
生
活
を
送

る
た
め
の
安
全
知
識
」

日
常
利
用
し
て
い
る
自
転

車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、自
動
車
、

家
電
製
品
な
ど
の
し
く
み
や

安
全
面
か
ら
の
点
検
法
を
学

び
ま
す
。

日
時
8

月
割
・
2
5・
2
6
　

日
、
9
月
5
・
1
2日
、い
ず

れ
も
午
後
2
時
1
5
時

場
所

足
立
工
業
高
校

対
象

初
心
者

定
員
3
0
人
(
抽
選
)

申
込
力
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、「
公
開
講
座
申

込
」
と
明
記
。
返
信
に
も

住
所
・
氏
名
を
記
入

申
込
期
限
8

月
1
0日

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
工
　

業
高
校
・
公
開
講
座
係
　

干
1
2
3
西
新
#
4
-
3
0
1
1
　
`

‥一
(
3
8
9
9
)
1
1
9
6

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
。
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・
:広
報
課

催
し
物

☆
犯
金
曜
展
(
金
曜
美
術
ク

ー
フ
ブ
)
8
月
1
9
日
～
2
4
日

/
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/

油
彩
・
水
彩
画
な
ど
/
会

員
募
集
中
/

江
坂

・一一
(
3

8
8
2
)
2
8
1
5

募

集

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
ス
パ
ッ

ツ
)
毎
週
木
曜
日
、午
前

1
0
時
～
H
時
1
0
分
/
成
和
信

用
金
座
花
畑
支
店
2
階
/
入

会
金
千
円
、
月
額
2
千
円
/

子
供
連
れ
大
歓
迎
/
末
永

豐
(
3
8
6
0
)
6
9
8
6

☆
合
気
道
(
健
康
千
鳥
会
)

毎
週
日
曜
日
、
午
後
6
時
1
8

時
3
0分
/
扇
中
学
校
体
育

館
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
/
中
学
・
高
校
生
歓
迎
/

鈴
木

昔
(
3
8
8
9
)
0

図書館サービス

赤ちゃんから
ご利用になれます

図
書
館
を
利
用
で
き
る
の

は
大
人
や
学
生
ぽ
か
り
で
な

く
、
ま
だ
歩
け
な
い
赤
ち
ゃ

ん
も
利
用
で
き
。
貸
し
出
し

カ
ー
ド
も
つ
く
っ
て
い
ま

す
。

図
書
館
で
は
、
ど
な
た
で

も
気
軽
に
本
と
親
し
め
る
よ

う
。
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
い
ま
す
。

読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら

な
い
と
き
、
調
べ
物
膏
歹
る

と
き
、
ど
の
本
で
調
べ
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
な

ど
。
図
書
館
員
に
気
軽
に
お

た
ず
ね
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、

貸
し
出
し
中
の
本
や
他
館
の

本
な
ど
、
す
ぐ
に
貸
し
出
し

で
き
な
い
本
に
つ
い
て
は
、

予
約
を
し
て
い
た
だ
き
。
用

意
で
き
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

劣
た
、
幼
児
や
小
学
生
向

け
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
。

「
お
は
な
し
会

」
や

「
映
画

会

」
も
行
っ
て
い
ま
す

。「
お

は
な
し
会

」
は

、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
な
が
ら

、
お

も
し
ろ
い
本
の
紹
介
を
し
た

り

、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
折

り
紙
を
行
い
、
楽
し
み
な
が

ら

、
本
に
親
し
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す

。

そ
の
ほ
か

、図
書
館
に
は
、

自
由
研
究
の
本
や
雄

付
ガ
イ

ド
な
ど
の
本
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
夏

、
図
書
館
聚
上
手
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
図
書
館
　

昔
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6
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環
境
セ
ミ
ナ
ー

川
を
知り
川
に近
づく

私
た
ち
の
住
む
近
く
に
流
れ

る
川
に
は
、
歴
史
が
あ
り
、
自

然
が
あ
り
、
人
々
の
暮
し
が
あ

り
ま
す
。
川
の
持
つ
た
く
さ
ん

の
衣
倩
を
も
っ
と

よ
く
知
り
、
川
と

仲
よ
く
つ
き
合
つ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

表
I
の
と

お
り

場
所

足
し
区
職

口
研
修
所

対
象

区
内
院
住

・
在
勤
・
を
学

の
1
6歳
以
上
の

方
定
員
5
0
人
(
抽

惠
費
用

無
料
(
た
だ
し
第
4
回

の
昼
食
代
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ

キ

に

ぼ

所

、氏
名
、

年
齢
、
電

話

番

号

「
環
境
セ

ミ
ナ
ー
希

望

」
と
明

記
申
込
期
限

8
月
1
5日

必
着

申
込
・
問
合

せ
先

水
と

緑
の
公
社

計
画
課
干
1
2
0
綾
瀬
2
-
3
0
-

6

昔
(
3
8
3
8
)
8
1

表1 環境セミナー

*第1回～3回は、午後6時30分～8眄30分
*第4回は、午前9時～午後3時千佳船着場集合

さ ま ざ ま な 顔 を 持 つ 荒 川 の 四 季

秋
を
聞
き
に
来
ま
せ
ん
か

虫
の
声
を
聞
く
会

柳
原
1
叭
図
で
ス
ズ
ム
シ
、

ク
ツ
ワ
ム
シ
な
ど
虫
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
一
足
早
い
秋
を
臭

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

虫
の
展
示
や
虫
の
和
談
コ
ー

ナ
ー
、
ス
ズ
ム
シ
の
頒
布

行

料
)
ご
弘
の
七
草
」
の
展
示
な

ど
を
吁
い
ま
す
。

ま
た
、2
2日
に
は
野
点

心

だ
て
)
を
行
い
「
虫
」
や
「
七

草

」な
ど
を
題
と
す

る
俳
句
の
募
集
も
吁

い
ま
す
。

日
時
8

月
9
1・
2
2
　

日
、
い
ず
れ
も
午

後
6
時
I
9
時

場
所

柳
原
千
草
園

内
容

表
2
の
と
お

り
問
合
せ
先

水
と
縁

の
公
社
緑
化
推
進

跋

昔
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

夏
の
夜
空
を
見
て
み
ま
せ
ん
か

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

「
虫
の
出
を
闘
く
会
」
に
あ

わ
せ
て
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。
真
夏
に
見
え
る

星
々
(
夏
の
星
座
)
を
、
初
め

て
の
方
で
も
わ
か
る
よ
う
に
や

さ
し
く
案
内
し
ま
す
。

ま
た
、
。大
体
望
遠
鏡
を
使
っ

て
。人
井
の
宝
石
(
は
く
ち
ょ
う

座
の
二
黽
星
ア
ル
ビ
レ
オ
)
や
、

リ
ン
グ
の
あ
る
士
星
な
ど
の
観

察
も
し
ま
す
。

日
時
8

月
2
1・
2
2日
、
い
ず

れ
も
午
後
7
時
1
9
時

場
所

柳
原
千
草
園

対
象

区
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
方

示
・
中
学
生
は
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
)

申
込
方
法

直
接
会
場
へ

問
合
せ
先

水
と
緑
の
公
社
環

境
保
全
課

゛
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

表2 「虫の声を閧< 会」内容

秋 の 柳 原 千 草 園-

…… 一 一

情報 コ ー ナ ー
世 帯 と 人 口( 4 年7 月1 日 現 在)
世 帯255, 129
人 口647, 070 人
男328, 970 人
女318, 100 人

第45 回足 立区民 体 育大 会

ソフトボール大会
日時) ・殷の部… 9 月13・20・
27H> 少年の部… 9 月13・5　
・23凵 いずれも午前8 時から
圜丿天順延丿

塲所[ > 一般の部・・・江北 橋緑地グ
ランドAB 面( > 少年の部… 加
平小学校グランド

参加資格) 一般の部…区内在住
・在勤の学生を除く18歳以上の
力 し,少年の部‥・区内在住の小
学校4 年生以上の男子チーム

参加費[ > 一 般 の部… 1 チ ーム

5, 000円 卜 少年の部… 1 チ ー
ム2, 00( j卜月
申込方法 電話
申込期限8 月12日
※ キ ャプ テン会議<- 一般の部>9
月6 日 旧) 午前10時からスイム
スポー ツセンタ ー2 階 会議室
〈 少年の部>9 月5 日( 土) 午後7

時30分から青井住区センタ ー
申込・問合せ先 足立区ソフトボ
ール連盟事務局 佐々木

03897- 0760

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ジ

8
月
1
0日
発
売
開
始

販売価格 単品200円、5 色セット
800円

販売場所 本庁舎( 千住) ・情報公
開課および巾央本町庁舎・情報
公開課分室

問合せ先 本庁舎(千住) ・広報課
S3882 ―111Wt )

竹細工で
野菜鉄砲を作ろう
お父さんが子どものころ、作っ

て遊んだ竹トン ボ、弓矢などの竹
細工。今回は、野菜( ダ イコン、
イモなど) を 細かく角に切り、鉄
砲のモにし て飛ばした、野菜鉄砲
を作ります。お子さんと参加して
みませんか。

日時8月8日( 二七) 、午前10時～　
11時30分

対象 区内 在住の方( ただし小学
生以上)

定員30 人
費用 無料
申込方法 電話
場所・申込・問合せ先
椙;土溥4勿館03620 ―9393

お父さんと料理にチャレンジ! !

夏休み父と子の料理教室

料理は、お賍さんだけの仕事で
はありません。いつもは仕事に忙
しいお 父さん、お 子さんといっし
ょに料理づくりにチャレンジして
みませんか。
日時・8月23日( 日) 、午前10時～　
午後2 時

対象 区内を住・在勤・在学の屶
で、小学校3 年生から中学生ま
でのお子さんといっしょに参加
できる方

講師 大島玲 子氏( 豊かな食を拓
く会)

定員24 組( 申し込み多数の場合
は抽選)

費用 無料( ただし、材料費1 人
8DO円実 費負担)

申 込方法 往復ハガキに住所、父
親と子供の氏名、父親の年齢・
職業、子供の学年、電話番号、
希望理由を明記

申込期限8 月13日必着
場所・申 込・問合せ先 女性総合
センタ ー 〒123 梅田7 ―33- 　1(

エ ル・ソフ ィア内)

Q3880 ―5222

経理事務講習会
日時1U月2日～1月4日( 月・　
水・金の15日間) 、午後6時～9　
時

対象 区内在住・在勤で経理事務
の基礎を覚えたい方

内容 蓐記( 3 級 程度)
定員30 人
費用 受 講料8, 000円、教 材費2,
000円 程度

申 込方法 往復ハガキに住所 氏
名( ふりがな) 、年齢、電話番号、
F経理事務希望」と明記

申 込期限8 月27日消印有効
場所・申込・問合せ先 サービ ス
センタ ーゆう 〒120 綾瀬1 一一
34―7( 綾瀬ブルミエ内)

03838 ―3586

あだちブラスバンド
フェスティバル' 92

参加団体( 社会人)募集
区内で活動する吹奏楽団が一堂
に会し、日頃の練習の成果を発表
します。ぜひ、ご参加ください。
日時11 月15日( 日) 、午前11時開
屓( 予定)

場所 スイムスポーツセンター体
育館

曲目 自由
申 込方法 電話
申 込期限8 月31日
申 込・問合せ先 木庁舎( 千庄) ・
文化振興係03882 ―1111㈹

大恐竜講座
大絶滅のミ ステリー
と 恐竜王国 の再現

およそ2 億年前に出現し、1 億3000
万年もの問地上を支配してい

た恐竜。その誕生から絶滅までの
最新倩報を、コロラドの大恐竜発
掘から戻ったばかりの金了隆一氏
に映像を交えて報告していただき
ます。また実際にジオラマ( 模型)
を作り 、恐竜王国を再現し ます。
日時9 月17・24日、10月1 ・8

日、午後7時～9時{全4川の　
講座}

対象 高校生以上の力
内容・講師[ ご・講義… 金子隆一氏
(科学ジャーナリ スト) り・幎型
指導…竹澤伸太郎氏( 海洋堂)

費用3, 000 円( 教材費)
場所・申込・問合せ先 青年セン
ター03890- 0061

8 月の安売りデー
青果物8 月19日( 水)・・・黄緑のノ
ボリのあるお店

魚8 月21日( 金)・‥ 青いノボリの

あるお店
主催 東京都青果物商業協同組
合千住・西新井・緩瀬支部
関東水産物商業協同組合 西

新井・千住支部
後援 足立区RECYCLEPAPER

一森林資源を大切にー

SN240, 000


